
Fig. 1: Measured transmission coefficients of the split ring resonator metaatom made of PPy thin 

film pumped with a CW signal with (a) increasing or (b) decreasing pumping power. 
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近年、従来の光学の常識では得られない新たな光学効果を発現する人工光学材料として、メタ

マテリアルの研究が進められている［1］。特に分割リング共振器(SRR)と呼ばれる構造では、入射

電磁波との共鳴相互作用によりループ電流が流れ共鳴応答を示す。複数の SRRペアなどにより共

鳴周波数を可変にする試みなども報告されている［2-6］。SRR を構成する材料としては金属が用

いられるが、本研究では高ドープ導電性高分子を適用することで、入射電磁波との共鳴相互作用

による SRRの形状変化、ならびに共鳴周波数が可変な素子の作製に取り組んだ。 

本研究では、テラヘルツ以下の周波数で金属的に振る舞う高ドープポリピロール(PPy(PF6)) ［7］

を採用した。低温電解重合により得た PPy(PF6)フィルムを SRR形状に切り出し素子とし、その透

過特性をマイクロ波ポンプ-プローブ法により測定した。測定結果を図 1に示す。ポンプ強度の増

加に伴い 0.1GHz 程度の共鳴周波数シフトを確認した。これはポンプ波により SRR にループ電流

が流れ、静電力によって形状の変化が生じたためと考えられる。一方で、ポンプ強度を下げても

元のスペクトルは回

復せず、完全な可逆

性を得るには至って

いない。光学素子へ

の応用のためには、

種々の条件の最

適化が必要であ

ると考えられる。 
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